
令和５(2023)年度学校における働き方改革実践報告会

【高等学校・特別支援学校部会】

○期日
令和６(2024)年１月25日(木）

○発表校
県立足利高等学校、県立足利工業高等学校、
県立矢板東高等学校、県立さくら清修高等学校、
県立今市特別支援学校、県立足利特別支援学校



栃木県立足利高等学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

改善する業務・その方法についてアンケート実施 おためし３：校外行事参加届の押印廃止

アンケートを受けて業務改善案を職員会議で提示 おためし４：特勤簿のメールでの提出

おためし１：決裁ラインの自動化 おためし５：朝の打合せと職員会議での発言を可
能な限り控える

おためし２：水曜日の清掃カット 11/28の若手中心の座談会実施

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

・アンケートの実施（大岡先生のデータを使わせ
てもらいました）
・「おためし」の強調

・「おためし」なので期間を設ける必要あり

・座談会で「おためし」について肯定的な意見が
多かったが、そうならない場合もある

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

・まだ組織的ではないので、働き方改革検討委員
会のようなものを作りたいが、委員会が増えて
しまうのが悩みです

・部活動の精選は不可欠



栃木県立足利高等学校（参考情報）※資料や写真など

２０人から
３３の意見
が得られた



栃木県立足利高等学校（参考情報）

アンケートを受けての業務改善案等

１．すぐにでも「おためし」したいこと
①決裁ラインの自動化（「簡易決裁」ファイルを利用）
②水曜日の清掃カット（様々な意見あり）
③校外行事参加届の押印廃止
④特勤簿のメール提出（希望者のみ）
⑤朝の打合せと職員会議での発言を可能な限り控える（必要なこと
は資料に記載する）

２．今後検討すること
①欠席連絡方法の統一（Forms/LEBER/その他）
②部活動の精選
③生徒の個人調査票に生徒本人の携帯電話番号欄を設ける



栃木県立足利高等学校（参考情報）



栃木県立足利高等学校（参考情報）※資料や写真など

11/28(火)働き方改革推進のための若手中心の座談会

目的：①実施中の「おためし」について率直な意見
を寄せ合い、今後についての参考意見とする。

②検討事項について話し合い、若手教員も学校
運営の一翼を担っているという実感を持ち、業
務改善について前向きな態度を養う。

３班にグループ分け：若手３～４名＋ベテラン１名

先生の幸せ研究所コンサルタント 若林様より

「日頃感じている『違和感』を大切にし、それを業務
改善につなげてほしい」



栃木県立足利高等学校（参考情報）※資料や写真など

座談会の結果を踏まえた現状
「おためし」について
①決裁ラインの自動化 →「簡易決裁」クリアファイルに入れて運用
②水曜日の清掃カット →そのまま弾力的に続いている。

まとめ
座談会出席者の感想
・改善案を随時進めていくとよい
・先生方が改善に向けていろいろ考えていることが分かり面白かった

オススメしたいこと
・「おためし」の強調（それを言える雰囲気の醸成）



栃木県立足利工業高等学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

①改善意識の啓発 ⑤ＰＴＡ総会Web承認検討開始（実施予定）

②ドイツとの国際交流事業見直し ⑥昼休み時間の確保開始（調整中）

③マラソン大会取りやめ ⑦時程変更検討開始（試行準備中）

④欠席連絡方法変更開始 ⑧校務分掌のスリム化検討開始（検討中）

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

・昼休みの時間制約 ・変えて良いのだという意識の改革を醸成

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

①改善意識啓発継続（定例の研修会実施） ③新時程の確立

②校務分掌のスリム化継続（各種委員会の整理）



栃木県立足利工業高等学校（参考情報）※資料や写真など

１ 改善意識の変容
・5月、毎月の学年主任会、科長会、企画委員会、職員会議にて、
「例年通りという意 識を撤廃しましょう」と呼びかけ
・起案時：「必要性、目的、効果、方法等」の検討を徹底
決裁時：主幹教諭・教頭・校長より随時確認

「変えて良いのだ」という意識が芽生え出した！
（まだまだ指示待ちの教員も多数あり）

・１１月、若手教員６名を招集し、「座談会」を実施
これまでの成果や、今後着手してみたい改善意見を話し合う

若手教員は「様々な考え」を持っていることに驚いた！



栃木県立足利工業高等学校（参考情報）※資料や写真など

２ 改善事項
①《ドイツとの国際交流事業見直し》
・「５S運動」の導入に併せ、ドイツの工業専門学校と姉妹校を締結
・２０年近く前から相互訪問（１週間）を開始
・ここ数年は、コロナ禍で実施を見合わせ
・担当職員の負担が大きい、全校生徒に還元できていない、基金の使い
方はこれでよいのか、経験した教員も多くない等の意見が挙がる

相互訪問は当面の間見合わせ、オンラインでの交流等に切替を決定！
今年度は、市内在住の外国籍数名をお招きた交流学習を展開

生徒・職員から高評価、変えて良かったとの自信に繋がる



栃木県立足利工業高等学校（参考情報）※資料や写真など

②《マラソン大会の取りやめ》
・創立依頼、毎年１１月に校外河川敷歩道にて実施

（PTA役員等に協力を依頼）
・教員数の減少により、各ポイントにての安全管理や健康観察の不安が増加
・有事の際の万全な対応ができないのではとの意見多数

マラソン大会の廃止を決定！
・反対意見は「０」
・体育の授業時間中に、校庭にて各クラスごとに記録会を実施
・今年度の急な変更を再度協議し、次年度に向けた新たなスタイルを検討中



栃木県立足利工業高等学校（参考情報）※資料や写真など

③《昼休み時間の確保》
・昼休みに生徒を対応することで、ゆっくり食事が取れない
・教員でなく、生徒も同様ではないか
・食事の時間を互いにしっかり確保し、午後の授業に臨みたい

・昼休み時間前半（13:00～13:30）互いにしっかり食事の時間
・昼休み時間後半（13:30～13:45) 指導・相談の時間とのルール化

食事の時間をしっかり確保したことで、
互いに時間と気持ちの余裕が生まれた



栃木県立足利工業高等学校（参考情報）※資料や写真など

３ まとめ
・時間の使い方を見直し、効率よく時間を使うことで、捻出できた時間
を生徒に還元しませんか？
・小さなこと、些細なことから
・できるできないは、全く気にしないで
・トップダウンではなく、ボトムアップのスタイルで
・若手教員の意見を参考に
・推進委員会を設けず、既存の委員会を活用を
・学校内だけでは改善できない問題は、後回しに

「効率よく時間を活用し、生徒との時間を生み出そう」
「自分たちの意見で、変えられる、変えて良いのだ」

との意識が向上した！

～まだまだ発展途上です～



栃木県立矢板東高等学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

（１） 全職員に業務改善に関するアンケートの実施
→ アンケートを基に改善策の検討・実施
→ 具体策を、今年度できることと次年度に向けて検討することに分けて提案

＜今年度できること＞
① 朝の打ち合わせの工夫・改善
② 職員会議の開始時間の変更
③ アンケートでのFormsの活用 など

＜次年度に向けて今年度中に検討すること＞
① 土曜補講について検討
② 「助動詞テスト」についての検討
③ 「清掃」についての検討 など

（２） 若手職員を中心にしたトーク会の実施
→ 新たな視点での問題提起や改善策の提案あり。

思うことを自由に書いて
ね！のスタンスで。

気兼ねぜず自由にどう
ぞ！のスタンスで。



栃木県立矢板東高等学校（実践発表）
他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

・まずは「おためし」でやってみて、問題がなけ
れば本格的に始めるというやり方だと、新しいこ
とを始めるのにもハードルがさがります。

・環境面などの課題は、安全衛生委員会と連携し
て、改善に取り組みました。

・教職員間の意見の調整。
・雰囲気づくり。
・手順。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

・次年度より、高１・高２・中学校では土曜補講を
廃止する。ただ廃止するだけでなく、「で、どうす
る？」を検討する。

・学校祭に関しては、プロジェクトチームを作り、
企画・立案・実施をする。

様々な意見はありますが、そこを何
とか調整するのが管理職の役目かな
と思いました。

「プロジェクトチーム」の発想は、多
くの場面で役立っています。単位制導
入に向けてもプロジェクトチームで取
り組んでいます。



栃木県立矢板東高等学校（参考情報）※資料や写真など

（１）「業務改善に関するアンケート」を活用した業務改善について

＜手順＞
・働き方改革推進委員会 → 企画委員会 → 職員会議
の順で、意見をもらい調整する。

・すぐに取り組めること
→ おためし期間を経て実施

・次年度に向けて検討すること
→ １２月までに検討終了 → １月の企画委員会・職員会議に

提案・決定

トップダウンでなく、みんな
で決めよう！のスタンスで。



＜主な取組＞
① 朝の打ち合わせの工夫・改善

・アンケートの意見 → 朝慌ただしい。打合せが長い。
特に、中学校の先生方は早く教室に行きたい。

・水曜日は朝の打合せなし。

朝の打合せシートは具体的に記入する。どうしても説明が必要な場合のみ
番号の前に〇を付けておく。

② 土曜補講について
・アンケートの意見 → 部活動で教員も生徒も出席できないことがある。

毎日50分７時間授業をしている。授業を充実さ
せれば、土曜日にあえて補講をしなくてもよい。

・各部・各学年に「廃止」の方向で検討依頼し、Formsで意見集約。

・中・高１・高２は廃止。高３は希望者で実施。

時間が欲しい！

負担だなあ…



最後に

年度当初 「矢東高＝忙しい」という意識の教職員の多い中、業務改善と言わ
れても… 超過勤務時間もこの状況だし… 教職員間も…

まずはアンケートとってみよう

ある先生の言葉に感激「今までアンケートとかなくて、自由に意見を言えな
かったから、アンケートをしてくれただけでも業務改善だと思います。」

小さなこと・できることをやろう
先生たちにたくさん声掛けをして、たくさん意見を聞こう。

・先生方が少しずつ意識が変わってきたように思います。
・生徒にとっても教員にとってもメリットのある業務改善を！

もちろん、学びの保証を大前提に！



さくら清修高等学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

決裁ラインの簡略化 留守番電話の設定時間変更(18時～翌朝8時）

会議資料のペーパーレス化・会議時の簡易清掃 朝の打合せ（水）廃止（試行）

会議議題の精選・進行方法の見直し 主任会の開催・情報共有

校務組織および校務運営委員会の精選・統合 朝読廃止、始業時間変更(来年度から実施決定）

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

現状把握のための聞き取り・意識調査など 教職員の意識改革は難しいけどそれが肝です

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

教育課程表の見直し(時数減に向けて） 土曜課外・土曜開放の効果検証・見直し

部活動の精選・休業日の見直し



今年度の取組

１．現状把握その１（４月）

「職員室等の様子を観察してすぐやれることを実行し、業務改善の良さを実感
してもらうことが必要だ」と判断。忙しいとアイデアも生まれない。

・決裁ラインの簡略化
持ち回りでないので、時間の節約になる。

・朝の打合せシートの改訂
学校日誌と兼ねる様式に変更（学校日誌の記入不要）

・会議の議題精選・進行方法見直し・会議時の簡易清掃
勤務時間内の会議終了を実現するために。

・主任会の実施（年次主任・生徒・学習・進路・教務・主幹教諭・教頭・校長）
年次会の報告を一度に実施し、情報の共有を図る。

・留守番電話の設定時間変更（１８時～翌朝８時）



２．現状把握 その２（５月）
当初面談で全教職員から聞き取り

「すぐやれるもの」「検討が必要なもの」に仕分け
打合せで周知・意見を集約しながら実現いくことに
（主幹教諭・部長・主任と協力して）



当初面談で出た意見



当初面談で出された意見（主なもの）

・校務のICT推進 現在進行中
・業務の平準化及び校務組織の見直し 検討中
・行事の精選・見直し 現在進行中
・朝読の見直し 来年度廃止
・朝の打ち合わせ一部廃止 試行中
・課外・土曜開放の見直し 検討中
・始業時間・下校時間の見直し 来年度変更
・定期テスト休み時間の見直し 来年度変更



３ 現状把握その３ 働き方改革に関する意識調査実施 ７月



４ アンケート結果公表



























５ 時間予算ワークショップ実施 ７月

ミッション
「下校時間までに自分の仕事ができる３０分を工夫して

生み出す」

①各自考え、グループで共有
②「自助」「共助」「公助」に仕分け
③全体で共有
④部・年次に仕分けし、検討依頼





栃木県立今市特別支援学校（実践発表）
今年度の取り組み内容は？

①年間の主な活動
・業務改善についての研修伝達（6／20）
・業務改善ワークショップ（①6／21，②7／24）
・業務改善アンケート（9／24）
・業務改善ワークショップ（③11／22）
・業務改善実働部隊の稼働！（12月から）

②保護者からの回答をデジタル化
・Formsを利用し、QRコードを読み込んで回答してもらう方法を徹底した。
・各教員が集めた紙を一覧表に作り替える時間、一つにつき約10～30分を削減できた。

③欠席等連絡のデジタル化
・これに「休みん」と命名した。（教員への募集により命名）
・教員の年休連絡にも活用を拡大した。
・公仕が電話待機していた１時間を、本来の公仕業務に充当できた。
・教頭が保護者や教員からの電話を受ける時間やメモを書く時間等、約10分を削減できた。

④「業務改善実働部隊」を提案し、取組中。

これが
たねまき



「業務改善実働部隊」が動き出すまで・・・

取り組み背景 実施内容・方法・成果

・12個の実働部隊を同時進行で実施中！
①スリム化し隊 ②日直ラクし隊
③人材活用し隊 ④個別簡単にし隊
⑤情報機器つなぎ隊 ⑥雑談し隊
⑦Teams活用し隊 ⑧電子決裁進め隊
⑨校務時間生み出し隊 ⑩教材引き継ぎ隊
⑪清掃分担再考し隊 ⑫集中し隊

・15：40～15：50を雑談タイムに。
自由参加 お菓子付き
至る所で、様々な形で実施。
ゆるく長く。年度いっぱい実施予定。

・出だしは教頭が音頭を取り、
多くの先生方の協力で進めている。

・一気に成果が出始めている。

実現までの道

11月 第3回目の業務改善
ワークショップ

「先生の幸せ研究所」の
先生からの「日常の違和感
を大切に」という御挨拶の
言葉が、多くの先生方の発
言と提案につながった。

これまでの種まきの成果
が感じられるワークショッ
プとなった。

各班の発表から、できそ
うなことをまとめ、職員会
議で「実働部隊」への協力
を呼び掛けた。

5月 業務改善推進チーム
を立ち上げようとしたが結
成に至らなかった。

6～7月 業務改善ワークシ
ョップでは、課題点がたく
さん挙げられた。でも、ボ
トムアップでの具体的な解
決策につながらない。

次の一手が思い浮かばず、
壁にぶつかる。

一方で、本校は安心して
発言できる同僚性の高い集
団と分かった。
とことん傾聴し考えた。

楽しい
名前で･･･



第3回業務改善ワークショップの様子
・小学部３班
中学部２班
高等部３班

・電子黒板にまとめな
がらプロジェクトを考
えた。

・いつも一緒に授業を
行っている教員同士の
班分けが、多くの発言
と提案につながった。

・各教室をオンライン
でつなぎ、各班の発表
を共有した。



テーマ「My work 
time～
ZATSUDANのも
とに」

・生徒の休みに応
じて教員を授業か
ら抜いて校務時間
に充てよう。
・授業に出ている
教員の方から主事
に申し出て相談し
よう。

・生徒の情報は雑
談ZATSUDANの
中で効率よくお互
いに伝え合おう。例：中学部の班の電子黒板です。右のような話を

しながら書かれたものです。



先生方と

こんな話ができ
るなんて
わくわく！

でも、
人が集まる
かしら？？





Ｎｏ.2「日直ラクし隊」

「教務日誌と保
健日誌の欠席等
児童生徒数が
合わない！」

そもそも両方に
書く必要がある
の？

教務日誌の児童生徒
欠席数の記載を

廃止。

保健日誌の方にのみ
児童生徒欠席数を記
載することにした。

「教務日誌はエク
セルで作られてい
るのに、ホワイト
ボードに転記する
必要があるの？」

ホワイトボードへの
転記を廃止。

日直の教務日誌の
清書を廃止。

教務日誌への急
な追加は、貼っ
ておいた紙に記
入してもらえば
いいのでは？

日直約１０分、
教務約１０分の

削減

すでに実施！



Ｎｏ.3「人材活用し隊」

コロナが５類に
なった！

学部人材が活用
できる！

校内に学校支援
ボランティアが
入れる！

外部からの関心の高
さを予想以上に感じ
た「ボランティア説
明会」
登録者が増加した。

学校をよく知る地
域連携コーディネ
ーターがいるとい
う強み。

→ 活動説明がボ

ランティアに分か
りやすい。

包丁を使う調理や
ミシンを使う縫製
の授業などでも、
安全確保のための
ボランティアが大
人気！

「教材づくり」

「縄跳びの回数数え」
「休み時間のおしゃべ
り相手」・・・
学校のニーズを

教員から更に聞き取る
ことが必要。

でも・・・

もっと小さなニ
ーズであっても
ボランティアに
入ってほしい！

教員が、もっと
気軽にボラを頼
める仕組みを
作る！

今年度中に試行



Ｎｏ.8「電子決裁進め隊」アンケートやワ
ークショップで、

「電子決裁を進
めたい人」が
多数いた まずは個別懇談

の記録から

やってみよう
か？

１０分間でTeams
「承認機能」の
使い方研修！

これで一気に進むと
期待！

そこに、「電子決裁
しても、紙で保存す
るんですか？」とい
う重要な質問が！

データで保存
する仕組みづ
くりが必要と
判明！！

雑談タイムに
先生方が

多数集結！！

【データ保存内容】
早期教育相談の記録
体験学習の記録
個別懇談の記録
家庭訪問の記録
生徒指導上の記録

事故報告
居住地校交流の記録

【個別の児童生徒デ
ータフォルダを
校務LANに作り、
次年度に送って蓄積
していく形式】に

賛成多数

現存の個人ファイル
も併用することに。

個別の指導計画
等は紙で保存し
ない予定

R６から実施予定

削減できる時間は
膨大！

紙をやめたら
どうなるか！？

あちこちに波及する
と気付く！！

＆

＆



Ｎｏ.11「清掃分担再考し隊」

「さっき清掃し
たのに、また
一斉清掃で？」
雑談の中から
聞こえてきた。

児童生徒の学習
として清掃して
いる所や、放課
後教員が清掃し
ている所などが、
多数ある！

そもそも

一ヶ月一回の一斉清
掃は必要なのか？

雑談タイムで、公仕
や学校業務支援員、
教員、児童生徒がど
の程度清掃している
のか調査することに。

今後、一斉清掃の
場所を精選する。
教員が数名で担当
すれば、数ヶ月に
一回しか回ってこ

ない！

新しい
一斉清掃分担区を
今年度中に

作成する予定。

「２０分×やら
なくてもいい回
数」を削減でき

る。

先生方の要望か
ら始めた、清掃
時間の音楽放送
は継続♬

R６から実施予定



Ｎｏ.12「集中し隊」
「仕事がたてこん
でいるので、そっ
としておいてほし
いこともある」
と発表した班が

２つ。

職員室での雑談
も必要だが

集中した作業場
も必要だと
分かった

同時期に
情報部長からPC室を
きれいにしたという
報告があった

でも
校務LANの

ジャックがない
！！！

保健室から分岐し
てLANケーブルを
引こう！

必要な機材を購入
することもできた

【PC室の活用】

ボランティア控室
ICT支援員作業室
ミーティング室

教員のための仕事部屋
etc...

冷暖房完備！

大テーブル４つ
椅子９脚

この部屋を
使わない
手はない！

教員が集中して
作業できること
による残業時間
の削減は膨大！

すでに実施！



Ｎｏ.13「管理職チーム」

「職員室に

カラープリンタ
ーがほしい」

唯一カラー印刷
できるＰＣ室の
レーザープリン
ターは、リース
品！ (T_T)

リース品返却を見
据え、カラープリ
ンターを購入。

パソコン室から

カラープリンターを
移動し、職員室でカ
ラー印刷できるよう
にした。

「空き時間がなくて校
務分掌の仕事ができな
い。」

「小さい学校だから、
校務分掌の仕事量が多
い。」

令和6年度
に向けて、

主事・部長
に調査。

学部主事に、

授業に入る教員の
臨機応変な増減を
お願いした。

校務時間を確保で
きる教員が増えて
きた。

それぞれ役割に
合わせた持ち時
数とし、校務時
間・裁量時間を
確保する。

①

②



栃木県立今市特別支援学校（実践発表）

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

・いろいろな方法で根気よく「種まき」を。
安心して発言できる雰囲気づくり
業務改善への意識改革

・先生方を信じて続ければ、必ず芽が出て素
晴らしい実りがあるでしょう！！
年度の後半が勝負です。あきらめない。

・何かを変えるとき、そのことで起こる他への影響
を、みんなで想像して出し合い、みんなで解決策
を考えると、失敗が少ないかもしれません。

・管理職も話に加わり、管理職だからこそできる
ことを発揮して、教員の提案を後押しすると良い
でしょう。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

・業務改善が自走する仕組みを作る。

右の①～④とおり、

もともと二人三脚で動いていた二つの委員
会のサイクルにプラスαする。
年二回、このサイクルを回す。

①安全衛生委員会がアンケートを実施する。
②業務改善に関する話題をピックアップし、
働き方改革推進委員会で検討する。

③職員会議で両委員会の結果をフィードバック。
④実働部隊が実現に向けて取り組む。



今年度の取り組み内容は？

①R4に始めた決裁文書の一部電子決済の定着 ⑤授業研究会の効率化（研究授業時の参観者意見を
付箋で集約）

②R4に変更した旅行命令書の伺い，復命の回議方法
の定着

⑥○○だよりをホームページの保護者専用ページでの
掲載→紙での配布の廃止

③小学部の日課変更（R4に検討しR5に実施） ⑦校務分掌部ごとに業務改善に向けての話し合い

④朝の職員打ち合わせでのschool wareの活用 ⑧本校の業務改善についてのアンケート

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

校務支援システム（school ware）の連絡事項、掲示
板、メッセージを職員の連絡ツールとして活用してい
ます。

新しい取組は1回でスムーズに進むと思わずに、メン
テナンスが必要。それをどの係、部署で行うかまで
決めておくとよかったと反省

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

年度末反省の日程に業務改善に向けた取組の話合い
（ワーク）の設定

栃木県立足利特別支援学校（実践発表）



栃木県立足利特別支援学校（参考情
報）

①R4に始めた決裁文書の一部電子決済の定着
〇簡易決済で処理するもののうち、

会議録、報告、懇談記録、簡易な実施計画
などはteamsの中のアプリ「承認」を使用
当初→資料を添付する
変更→承認フォルダにショートカット

ファイルを入れる
上がっている声
・決済の手間が簡単になった
・承認にかかる時間が短くなった
・決済後、印刷して保管しているのでは意
味がないのでは
・次年度の引継ぎが不安

教務部が取り組む業務改善として
検討中



栃木県立足利特別支援学校（参考情
報）

②R4に変更した旅行命令書の伺い，復命の回議方法の定
着〇1枚ずつ紙で伺いをしていた旅行命令書を伺いはfoamsで行い、
出張後の復命時に印刷して提出する方法にした。

上がっている声
・決済の手間が簡単になった
・紙の削減につながっている
・復命を忘れてしまいそう
・不具合を自分で直せない

新年度に新しく赴任した
先生の設定を誰がやるか？



栃木県立足利特別支援学校（参考情
報）

③小学部重複障害学級の日課変更（R4に検討しR5に実施）

学部会で教育課程の検討→教育課程検討委員会で検討
学部で日課の検討→教育課程検討委員会で検討→職員会議で審議
→ＰＴＡ懇談会にて保護者へ説明

系統性を考え、
中学部重複障害学級の教育課程、日課の見直しをＲ５に行う
高等部重複障害学級の教育課程、日課の見直しをＲ６に行う

ことになっている

校内教育課程検討委員会が主導して検討を行っている



栃木県立足利特別支援学校（参考情
報）

④朝の職員打ち合わせでのschool wareの活用

朝の打ち合わせの連絡事項は「連絡事項」、実施計画など添付資料があるとき
は「掲示板」、相手から返事が必要なときは「メッセージ」と使い分けている。

⑤授業研究会の効率化
⑥○○だよりをホームページの保護者専用ページでの掲載→紙での配布の
廃止
⑤、⑥は結果的に、業務改善につながったケース

業務改善しなくては・・と気負わなくてもそれぞれ先生方がやっ
ている業務改善がある！



栃木県立足利特別支援学校（参考情報）

⑦校務分掌部ごとに業務改善にむけての話し合い

校務分掌部ごとのグループをつくり、校務分掌部長をリーダーとして業務改
善にむけて自由に話し合い（３０分程度）、最後に提言として共有

例①教務部



例②学習指導部

⑦校務分掌部ごとに業務改善にむけての話し合い

栃木県立足利特別支援学校（参考情報）



⑧本校の業務改善についてのアンケート

栃木県立足利特別支援学校（参考情報）

アンケートの目的
学校として業務改善の取組の評価
教職員の意識の変容の評価

アンケートの内容
・本校が行った取組５つについての評価

（業務改善につながったか）
・学部や部で行った取組について
・個人で取組んでいる事柄について
・業務改善に対する意見等

foamsで1週間の回答期間 45人中40人の回答



⑧本校の業務改善についてのアンケート

栃木県立足利特別支援学校（参考情報）



⑧本校の業務改善についてのアンケート

栃木県立足利特別支援学校（参考情報）



⑧本校の業務改善についてのアンケート

栃木県立足利特別支援学校（参考情報）

自由記述の欄
〇学部や部で行った取組について（16名の回答）

teamsの活用
学部だよりの発行回数の見直し
情報部つぶやきポット

〇個人で取組んでいる事柄について（9名の回答）
・引継ぎを用紙でなく、データとして保管することを意識している
・会議時間短縮のため事前の資料配付を徹底した

〇業務改善に対する意見等（22名の回答）
・朝の打ち合わせが短くなったことで余裕をもって朝の児童生徒
の指導や教材準備ができるようになった
・これでよいと考えずに「他のやり方はどうかな？」などの疑問
や気づきを大切にする。それを周囲と共有していきたい



まとめ
〇業務改善って・・・・・の共有

削減、効率化、スリム化だけじゃない
子どもに向き合う時間の確保だけじゃない

〇口火を切るのは・・・・・花火をあげるのでなく消えない火
数人で行うものではない
今年度で終わるものではない

〇持続可能な・・・・・

がんばりすぎず、100％を求めず

アンケート自由記述より

面倒なことや雑用的なことでも、よりよい環境で学校生活を送った
り、気持ちよく過ごすために必要な事もあると思います。さりげな
くやってくれている人に目を向けたり、自分からやったりすること

も大切かと思います。


